
第2回の辻堂人は…松⾧芙美子 氏です。
まつ なが ふ み こ

1941(昭和16)年 金子角之助の四男・四郎の四女として誕生

【主催】 辻堂まちづくり会議

日時 ２０２５年８月３０日（土）
午後１時３０分～４時（開場 午後１時００分）

会場 辻堂市民センター３階ホール（中学生以上 定員５０人）
※お車でのご来場はご遠慮ください。

申込 電子申請（事前申込み制・抽選)
７月４日（金）から８月１５日（金）までにお申し込みください。

↑電子申請はこちら

※菓子 抹茶 参加費 無料

辻堂プライド 辻堂まちづくり会議 2025

【お申し込み・お問合せ】
辻堂市民センター 地域づくり担当

phone:0466-34-8661 mail:fj-tsuji-c@city.fujisawa.lg.jp
※土日祝日を除く 8:30～17:00（12:00～13:00を除く）

金子一族と茶の心
講演テーマ

お点前 松⾧宗芙、金子美佐江、種谷祥子 他3名予定
演奏 ピアノ 山内享子、琴 磯部桐笛

当日は講演のほか、お茶をいただきながらピアノと琴の演奏もお楽しみ下さい。

茶の湯を大成した利休様は、この和歌を茶の精神と挙げられております。今年は利休様生誕503年です。
「花をのみ 待つらん人に 山里の 雪間の草の 春を見せばや」 藤原家隆
茶道として、千利休に学ぶおもてなしの心 ～四規七則～

金子家は大庭の名主を務めた旧家で、金子小左衛門、金子角之助、金子小一郎の親子3代に渡って引地川
の氾濫の河川改良を行った。角之助は藤澤町⾧、小一郎は藤沢市⾧を務め、藤沢市が湘南の中核都市とな
るにあたり、多大な功績を残した。

茶道 表千家流／教授
日野原重明記念かながわの会 会⾧補佐

山紫水明の日本四季を大切に、お道具を通して日本の文化の伝統を知る事ができます。


